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深谷市にゆかりがあり、
市内外で活躍する個人
や団体を紹介します。

ね
ぎ
ら
い
の
日

▲ここは、繭から糸を取り出していた繰
そう

糸
し

所
じょ

。
操業停止当時のままの状態で保存されている
んだってぇ。140メートルもある建物の中にず
らりと繰

そう

糸
し

機
き

が並んでいて、圧巻だったよぉ。

▲場内を進んでいくと
富岡市イメージキャラ
クターのお富ちゃんを
発見。一緒に写真をとっ
たよぉ。ハイねーぎ！

▲西
にし

置
おき

繭
まゆ

所
じょ

には、歴代の制服や器具、
設備などが展示されてたよぉ。大き
な歴史年表にびっくり！

11月12日㈫～25日㈪は『女性に対する暴力をなくす運動』期間です

　毎年、11月12日から、『女性に対する暴力撤廃の国際デー』であ
る11月25日までの2週間は『女性に対する暴力をなくす運動』期間で
す。
　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハ
ラスメント、ストーカー行為など、女性に対する暴力は、女性の人
権を著しく侵害するものです。この運動期間をきっかけに、女性に
対する暴力について考え、男女がお互いの意見を尊重し、暴力のない
社会づくりを進めていきましょう。
　市役所本庁舎多目的ホールでは、運動期間に合わせ、紫色のリボ
ンを来場者がツリーに飾るパープルリボン運動とパネル展を開催し
ますのでぜひお立ち寄りください。また、夜は市役所本庁舎のパー
プルライトアップを行いますので、ぜひご覧ください。

ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き
ふっかちゃんの
つ・ぶ・や・き

日本代表として2024男子U18アジア選手権大会に出場！

　11月23日は深谷ねぎ
らいの日Y(o≧ω≦o)Y
　大切な人に日ごろ
の感謝の気持ちを込
めてねぎ束を贈ろう！

135友好都市巡り～群馬県富岡市編①～

　今回から、深谷を飛び出して友好都市の紹介をしていくよぉ。
まずは富岡市の世界遺産富岡製

せい

糸
し

場
じょう

にきたよぉ。富岡製糸場は
深谷からも渋沢栄一さんや尾

お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

さん、韮
にら

塚
づか

直
なお

次
じ

郎
ろう

さんたち
が設立に関わったんだってぇ。さっそく見学してみよう！

▲所属している正智深谷高校バレーボール部で練
習をする中山選手

川本南小学校4年（現5年）
清

し

水
みず

　愛
あ

結
い

 さん

　そして、わたしは、小学校に入学した時も（お父さんみた
いにやさしくて、思いやりのある人になるぞ。）と心に決めま
した。先生に名前をよばれたとき、笑顔で元気に
「はい！」
と、返事をして、（よし！お友達にやさしくするぞ！）と思いました。
　また家族で電車に乗って、旅行の日になりました。する
と、とても具合が悪そうなお年寄りが電車に乗ってきまし
た。わたしは（きんちょうするけど、席をゆずろう。）と思い、ゆ
う気をだして、
「ここの席にすわっていいですよ。」
と声をかけました。そのお年寄りの方が、
「君は、とてもいい子だね。」
と言ってくれました。わたしは、気分が晴れやかになり、（ゆ
う気を出して席をゆずってよかったな。）と思いました。
　わたしは、これからも、人に席をゆずったり、こまっている
人がいたら助けてあげたりして、思いやりの気持ちを大切
にしていたいです。

　わたしは小さい時にお父さんと電車に乗ったことがあり
ます。電車に乗ってお父さんと
「ランドセルは、何色にしようかな。」
と話をしていました。その時、大荷物を持ったおじいさんが
乗ってきました。そのおじいさんは、とても大変そうでした。
お父さんが、
「この席、どうぞ。」
と、おじいさんに席をゆずりました。わたしは、その様子を見
て、（お父さんすごいな。わたしもお父さんみたいに、こまっ
ている人に席をゆずれる人になりたいな。）と思いました。
わたしはお父さんに、
「わたしもお父さんみたいになりたい。」
と話をしたら、お父さんが、
「きっとなれるよ。がんばって。」
と言ってくれました。わたしは、ゆう気が出て、やさしい人に
あこがれるようになりました。

電車で席をゆずったこと

　正智深谷高校バレーボール部の中山椋太選手は、U18（18歳以下）
日本代表の『リベロ（守備専門選手）』として、7～8月にバーレー
ンで開催された『2024男子U18アジア選手権大会』に出場しました。
結果、日本代表チームは4位と、来年行われる男子U19世界選手権
の出場権を獲得し、また、選手が在学中にバレーボール日本代表に
選ばれたことは、正智深谷高校で初めての快挙となりました。
　「バレーボールが楽しいし、大好きです。」と話す中山選手は、家
族の影響で小学校1年生から、地元のバレーボールクラブ『ジュニ
ア深谷』に所属し、基礎練習を重ねてきました。そこで磨き上げた
持ち前のレシーブ力が生かされる、守備の要

かなめ

のポジションである『リ
ベロ』。アジア選手権大会で『リベロ』として意識していたことを聞
くと、「相手の情報を味方選手に伝えたり、位置取りを指示したりと、
前衛選手のブロックもコントロールするポジションのため、チーム
メイトと自発的にコミュニケーションを取りました。」と、選手同士
が、互いを高め合う関係づくりをしていたと言います。さらに、「『ボー
ルを落とさなければ勝てる。』という強い気持ちで挑みました。」と、
世界を相手に勝ち進む中でついた自信が、強く伝わります。
　今後の目標は、「来年の世界選手権で再び日本代表に選ばれること、
そしていつか、シニアの日本代表に選ばれたいです。」と、若くして
日の丸を背負った経験を糧に、中山選手はさらなる飛躍を目指します。

あ人権政策課（う 574‐ 6643）
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